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新
政
会

■
基
本
理
念

友
愛
・
公
平
・
公
正
・
効
率
を
旨
と
す
る

■
ス
タ
ン
ス

保
守
・
中
道
路
線

米
田
市
政
を
是
々
非
々
で
支
え
る

平
成
17
年
３
月
19
日
、
旧
一
市
二
町
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
新
糸
魚
川
市
も
早
や
３
年
半
を

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
市
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
新
市
長
・
議
員
が

５
万
市
民
の
期
待
を
背
に
選
出
さ
れ
、
幅
広
い

分
野
に
於
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
４
年
任

期
の
仕
上
げ
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

当
市
は
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

追
求
す
る
一
方
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
心

掛
け
て
い
ま
す
が
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
が

拡
大
し
、
財
政
再
建
の
シ
ワ
寄
せ
が
地
方
自
治

体
に
押
し
寄
せ
る
中
、
医
療
・
年
金
・
介
護
等

の
社
会
保
障
制
度
改
正
と
生
活
必
需
品
の
相
次

ぐ
値
上
が
り
か
ら
市
民
生
活
の
先
行
き
不
安
は

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
上
、
当
市
独
自
の
課
題
と
し
て

①
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
街
づ
く
り
の
方

向
付
け

②
地
域
医
療
と
高
齢
者
福
祉
水
準
の
確
保

③
若
者
定
着
を
図
る
地
域
産
業
の
育
成
と
振

興
策

④
中
山
間
地
域
と
農
業
・
農
地
を
守
る
具
体

的
施
策

⑤
浦
本
地
区
の
下
水
道
工
事
に
伴
う
国
道
８

号
の
規
制
緩
和
策

⑥
部
長
制
導
入
の
効
果
と
課
題
追
求

等
、
政
策
の
適
切
な
選
択
と
検
証
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
「
新
政
会
」
は
着
実
な
新
市
の
基

盤
づ
く
り
と
市
民
生
活
の
不
安
解
消
に
努
め
る

一
方
、
当
市
独
自
の
課
題
に
対
し
て
も
行
政
に

積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
い
、
議
会
と
し
て
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
政
会　

畑
野　

久
一

右
か
ら　
　

   

所
属
委
員
会

　

平
野
久
樹　

総
務
財
政
・
地
域
情
報
化

　

野
本
信
行　

建
設
産
業
・
港
湾
交
通

　

伊
藤
文
博　

文
教
民
生
・
地
域
情
報
化

　

畑
野
久
一　

建
設
産
業
・
港
湾
交
通

　

斉
藤
伸
一　

文
教
民
生
・
港
湾
交
通

ネ
ス
パ
ス
に
て
（
東
京
・
表
参
道
）

糸
魚
川
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
企
画
財
政
課

に
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
を
設
置
し
、
日
本
最
初

の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
た
特
別
展

の
開
催
や
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
養
成
に
着

手
し
ま
し
た
。

６
月
22
日
か
ら
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ

ス
コ
国
際
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
に
市
長
も
参
加
し
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
連
絡
協
議
会
長
と
し
て
当
市

の
地
質
遺
産
を
は
じ
め
、
日
本
国
内
の
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
候
補
地
の
価
値
に
つ
い
て
、
う
っ
た

え
て
き
た
そ
う
で
す
。

新
政
会
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
積
極

的
に
勉
強
し
、
日
本
最
初
の
認
定
を
推
進
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
６
月
19
日
に
、
宮
島
学
芸

員
の
説
明
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
目
的
は
、
優
れ
た
地
質

遺
産
を

①
保
護
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と

②
教
育
と
研
究
に
活
用
す
る
こ
と

③
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
地
質
見
学
旅
行
）に
よ
る

地
域
振
興
に
活
用
す
る
こ
と

の
３
点
で
す
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
地
域
お
こ
し
の
起

爆
剤
と
し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
、
糸
魚
川

市
の
最
大
の
目
的
と
な
り
ま
す
。

関
連
し
て
７
月
に
は
、
世
界
遺
産
に
認
定
さ

れ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
登
録
を
目
指
し
て
い

る
「
石
見
銀

山
」
を
視
察

し
、
今
後
の

糸
魚
川
市
の

取
り
組
み
の

参
考
に
す
る

べ
く
勉
強
を

重
ね
て
参
り

ま
し
た
。

﹁
新
政
会
勉
強
会
﹂

ご
挨
拶



■
訪
問
日　

７
月
22
日

■
訪
問
先　

滋
賀
県
高
島
市

●
人
口
…
…
…
約
５
５
、０
０
０
人

 　
　
　
　
　

 

（
平
成
17
年
６
町
村
で
合
併
）

●
面
積
…
…
…
約
５
１
１
㎢

●
予
算
規
模
…
約
２
７
０
億
円

◆
研
修
目
的

「
事
業
仕
分
け
」
作
業
で
行
財
政
運
営
の
効
率
化

に
実
績
を
上
げ
て
い
る
先
例
市
の
視
察
。

◆
取
組
内
容

高
島
市
は
平
成
17
年
に
六
町
村
が
合
併
し
ま
し
た

が
、
逼
迫
し
た
財
政
状
況
と
旧
町
村
で
互
い
に
重
複

す
る
事
業
を
継
続
し
て
い
る
な
ど
か
ら
、
根
本
的
な

事
業
見
直
し
が
必
要
と
判
断
し
、他
の
自
治
体
で「
事

業
仕
分
け
」
の
実
績
が
あ
る
「
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」

及
び
他
の
先
例
自
治
体
の
財
政
担
当
者
、
経
験
者

を
招
き
、「
事
業
仕
分
け
」
作
業
を
３
カ
年
実
施
し
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
具
体
的
作
業
は
、
多
く
の
市
民
が
見
守
る

中
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
む
六
人
の
市
民
評
価

者
に
対
し
、
各
事
業
の
担
当
職
員
３
〜
４
人
が
事
業

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
を
基
に
市
民
評
価
者

と
市
職
員
が
質
疑
応
答
と
議
論
を
繰
り
返
し
、
市
民

評
価
者
が
そ
の
事
業
に
つ
い
て
「
廃
止
」、「
民
間
委

託
」、「
改
善
し
て
継
続
」、「
継
続
」
の
四
つ
に
仕
分
け
、

多
数
決
で
総
括
を
行
う
。

平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
、
一
般
会
計
予
算
の
事
業

費
１
千
万
円
以
上
の
事
業
全
て
を
対
象
と
し
て
（
18

年
度
か
ら
は
前
年
仕
分
け
し
た
事
業
は
除
く
）
仕
分

け
作
業
を
行
い
、

■
17
年
度
（
18
年
度
予
算
に
反
映
）

　

１
１
５
件
約
22
億
円
弱
の
削
減

■
18
年
度
（
19
年
度
予
算
に
反
映
）

　
　
　

22
件
約
１
億
円
強
の
削
減

■
19
年
度
（
20
年
度
予
算
に
反
映
）

　
　
　

19
件
約
１
億
円
弱
の
削
減

な
ど
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

◆
感
想

資
料
に
基
づ
く
的
確
な
説
明
を
受
け
、「
事
業
仕

分
け
作
業
」
を
実
施
し
て
い
る
数
市
で
具
体
的
成
果

を
あ
げ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
と
共
に
、

当
糸
魚
川
市
も
本
格
的
に
行
財
政
運
営
の
見
直
し
を

真
剣
に
行
う
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

■
訪
問
日　

７
月
23
日

■
訪
問
先　

島
根
県
浜
田
市

●
人
口
…
…
…
約
６
３
、０
０
０
人

 　
　
　
　
　

 

（
平
成
17
年
４
町
村
で
合
併
）

●
面
積
約
…
…
６
８
９
㎢

●
予
算
規
模
…
約
３
２
１
億
円

◆
研
修
目
的

知
音
都
市
交
流
の
活
性
化
と
地
域
出
身
の
著
名

人
の
顕
彰
に
よ
る
地
域
振
興
の
可
能
性
を
探
る
。

◆
取
組
内
容

大
正
初
期
に
島
村
抱
月
が
設
立
し
た
芸
術
座
が
、

全
国
公
演
し
た
復
活
（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
）
の
劇

中
歌
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
が
縁
で
、
４
市
（
島

村
抱
月
＝
島
根
県
浜
田
市
、
松
井
須
磨
子
＝
長
野

県
長
野
市
、
中
山
晋
平
＝
長
野
県
中
野
市
、
相
馬

御
風
＝
新
潟
県
糸
魚
川
市
）
に
お
い
て
、
平
成
２

年
か
ら
市
民
団
体
や
行
政
な
ど
に
よ
る
人
的
交
流

を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
分
野
で
交
流
が
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
糸
魚
川
市
は
、
平
成
20
年
５
月
16
日
に
「
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
知
音
都
市
交
流
糸
魚
川
市
民

の
会
を
解
散
し
、

新
た
に
都
市
交
流

協
会
と
し
て
活
動

の
発
展
を
押
し
進

め
る
事
と
し
て
お

り
ま
す
。

知
音
都
市
交

流
も
平
成
21
年
に

は
、
交
流
20
周
年

と
な
り
、
記
念
事

業
を
浜
田
市
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
交
流
を
基
盤
に
、
交
流
20
周
年
を
契
機

と
し
て
、
今
後
の
交
流
事
業
推
進
浜
を
展
望
し
た

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
な

ど
の
明
確
化
を
図
り
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◆
感
想

浜
田
市
は
平
成
17
年
に
一
市
三
町
一
村
が
新
設

合
併
を
行
っ
た
事
か
ら
、
金
城
町
の
交
流
活
動
か

ら
浜
田
市
の
交
流
へ
と
移
っ
た
が
、
ま
だ
市
全
体

へ
周
知
が
行
き
届
か
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
交
流

20
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
知
音
都
市
交
流
の
活

性
化
に
よ
り
地
域
活
力
の
創
出
を
行
い
た
い
と
市

議
会
議
長
が
話
し
て
い
ま
し
た
。

糸
魚
川
市
も

同
様
な
面
が
あ

り
、
相
馬
御
風

先
生
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
べ
き
と

感
じ
ま
し
た
。

■
編
集
後
記

一
市
二
町
の
合
併
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
新
糸

魚
川
市
も
４
年
目
に
入
り
、
巷
で
は
合
併
前
と
比

較
す
る
意
見
も
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
取
り

巻
く
国
の
状
況
や
当
地
域
の
将
来
像
を
考
え
る
と
、

痛
み
を
極
力
抑
え
な
が
ら
適
正
な
選
択
を
遂
行
す

る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

糸
魚
川
市
で
は
日
本
最
初
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
糸
魚
川
市
を
日
本

の
み
な
ら
ず
世
界
に
発
信
し
、
交
流
人
口
の
増
加

で
地
域
に
根
ざ
し
た
拠
点
づ
く
り
が
実
現
で
き
れ

ば
、
将
来
像
の
予
測
に
変
化
の
兆
し
が
感
じ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市
民
と
一
体
と
な
っ

た
盛
り
上
が
り
を
期
待
し
ま
す
。　
　
　

  

編
集
子

新
政
会
視
察
研
修

「
事
業
仕
分
け
」
作
業
で
行
財

政
運
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

滋
賀
県
高
島
市

知
音
都
市
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

島
根
県
浜
田
市

熱心に説明する高島市担当者

浜田市直営の神楽衣装製作工房
（浜田市は「神楽」も盛んです）

浜田市議の皆さんと


